


2

条
例
や
補
正
予
算
な
ど　

件
可
決
、
1
件
継
続
審
査

２４

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
不
認
定

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
般
会
計
は
不
認
定
・
特
別
会
計
は
認
定
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
お
よ
び
各
種
特
別
会
計
決
算
認
定

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
認
定
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
異
議
が
な
い
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
予
算

２４

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）（
第
５
号
）

２４

・
平
成　

年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正

２４

予
算
（
第
２
号
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

２４

・
平
成　

年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

２４

・
平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

２４

（
第
１
号
）（
第
２
号
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

２４

・
平
成　

年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）（
第
４
号
）

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（　

年
災
水
浜
分
浜
漁
港
水
浜
北
防
波
堤
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
な
ど
他
４
件
）

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕

組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

・
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
の
一
部
改
正

決　
　
　

算

条　
　
　

例

人　
　
　

事

予　
　
　

算

第
３
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

そ　

の　

他

委　

員　

会

第３回定例会　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２４

２６

２１

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
認
定
２
件
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長

２３

提
出
議
案　

件
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、
計　

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
平
成　

２２

２６

２３

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
不
認
定
と
な
り
、
ま
た
、
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補

２４

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
提
出
議
案
等
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
お
よ
び
各
種
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

２３

て
は
、
各
所
管
の
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
分
割
付
託
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
各
種
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
全
委
員
会
に
お

い
て
認
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
環
境
教
育
委

員
会
で
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
の
本
会
議
の
審
議
に
お
い
て
も
、
不
明
瞭
な
会
計
処
理
で
議
会

か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
疑
惑
を
否
定
し
て
解
明
を

拒
否
し
た
な
ど
の
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、
反
対
二
十
四
、
賛
成

六
で
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

※
決
算
認
定
と
は
？

　

議
会
が
、
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
で
、
収
入
・
支
出
が
適
法
か
つ
正

当
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

　

決
算
を
認
定
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
既
に
行
わ
れ
た
予
算
の
執

行
効
力
に
影
響
は
な
い
も
の
の
、（
市
）
長
の
政
治
的
、
道
義
的

責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
不
認
定

２３〜
震
災
が
れ
き
の
不
適
切
な
会
計
処
理
で
〜

▲

本
会
議
で
の
決
算
認
定
起
立
採
決
の
様
子
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市
立
病
院
基
本
設
計
・
実
施
設
計

な
ど
２
億
２
千
万
円
を
盛
り
込
ん
だ

平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計

２４

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
審
査
を

行
っ
た
保
健
福
祉
委
員
会
で
は
、
市

が
建
設
予
定
地
と
し
た
石
巻
駅
前
駐

車
場
周
辺
の
交
通
渋
滞
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
十
分
納
得
で
き
る
説
明
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、
引
き
続

き
慎
重
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す

べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
二

十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市
立
病
院
建
設
予
算
は

閉
会
中
の
継
続
審
査
に

▼

市
立
病
院
建
設
予
定
地
と
し
た

　

石
巻
駅
前
駐
車
場

第3回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市立学校設置条例の一部を改正する条例
　○平成24年２月に策定した石巻市立高等学校統合事業基本計画に基づき、平成27年４月に現在の市立高等学
校２校を統合し、市立女子高等学校の校舎を利用しての統合校を新設するにあたり、教育委員会において本
年８月に校名を選定した結果「石巻市立桜坂高等学校」と決定したことから、本条例の一部を改正するもの。

可決された条例の中から

◆財産の取得について
　○東日本大震災により住宅を失った市民に対し、安全・安心で快適な住まいとして、災害公営住宅を早期に供
給するため、事業用地取得について協議が各々の所有者との間で整ったことから、議会の議決を求めたもの。

　　　取得財産：（仮称）石巻市黄金浜地区災害公営住宅整備（その２）事業地　　
　　　取得金額：128,259,000円

その他の議案の中から

◆総務費では
　・災害派遣職員の増員に伴う関係費の増額
　・被災した集会所の改修等に対する補助金など

◆民生費では
・民間保育所の整備に対する補助金
・長面地区の遺体捜索を集中的に実施するための経費
・応急仮設住宅等のひとり暮らし高齢者世帯への緊
急通報システムの設置等に要する経費など

◆衛生費では
　・インフルエンザ予防接種に対する助成金など

◆労働費では
　・被災企業販路開拓支援事業等に要する経費など

◆農林水産業費では
　・水産加工業施設、水産業共同利用施設等の整備に

対する支援と石巻漁港多機能施設事業化可能性調
査等に要する経費など

◆商工費では
　・石ノ森萬画館施設開館後の指定管理に要する経費

など

◆土木費では
　・屋敷浜猪落線の道路改良に要する経費など

◆消防費では
　・石巻港湾合同庁舎への防災備蓄倉庫整備及び田代

島へのヘリポート整備に要する経費など

◆教育費では
　・湊小学校、湊中学校、渡波小学校再建事業費
　・特別支援教育共同実習所の建替えに要する経費など

◆災害復旧費
・小、中学校の校舎及び屋内運動場等の災害復旧に
要する経費など

　第３回目の配分可能額通知のあった「東日本大震災復興交付金」や県の交付金等により、新たに事業化する復
興事業として、水産加工業施設の再生に対する支援補助金をはじめ、施設園芸農業の早期復興を図るための生産
施設等の整備に要する経費、「総合福祉会館みなと荘」および「湊こども園」の移転新築事業費、鮎川漁港荷捌
き所整備費などを措置したほか、厚生労働、農林水産、教育施設等に係る災害復旧費経費などについて、所要額
を措置したもの。

可決された補正予算のおもな中身は
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被
災
し
た
石
ノ
森
萬
画
館
の
維
持

管
理
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

　

震
災
直
後
は
、
再
開
の
見
通
し
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
街
づ
く
り
ま

ん
ぼ
う
へ
の
指
定
管
理
を
一
時
中
止
し
、
施

設
の
維
持
管
理
業
務
を
年
間
１
、
１
０
０
万

円
で
委
託
し
た
が
、　

月
再
開
の
見
通
し
が

１１

つ
い
た
七
月
を
も
っ
て
施
設
維
持
管
理
業
務

を
終
了
す
る
こ
と
と
し
委
託
期
間
を
４
か
月
、

委
託
料
を
約
３
６
５
万
円
に
変
更
し
た
。

　
　

月
の
再
開
に
向
け
、
８
月
か
ら　

月
ま

１１

１０

で
再
開
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
改

め
て
開
設
準
備
業
務
を
１
、
６
８
０
万
円
で

委
託
、
そ
し
て
今
回
、
再
開
後
の
指
定
管
理

料
５
か
月
分
と
し
て
２
、
２
０
０
万
円
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

　

９
月
７
日
の
本
会
議
で
、
決
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

石
ノ
森
萬
画
館
の
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て

▲全体的な復旧工事が必要な総合運動公園

保
健
福
祉
委
員
会

長
面
湾
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
つ
い
て

　

長
面
湾
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
の

現
状
と
今
後
の
予
定
は
。

　

警
察
、
消
防
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
長
面
浦
、
名
越
海
岸
、
長
面
地
区

の
一
部
水
田
地
帯
で
捜
索
を
継
続
し
て
い
る
。

富
士
川
の
堤
防
、
県
道
か
ら
長
面
排
水
機
場

ま
で
仮
締
切
道
路
が
復
旧
で
き
た
こ
と
に
伴

い
、
８
月
よ
り
捜
索
場
所
の
水
田
地
帯
１
１

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
排
水
作
業
を　

時
間
フ
ル

２４

回
転
で
行
っ
て
お
り
、　

月
か
ら
そ
の
場
所

１０

の
遺
体
捜
索
と
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
を
実
施
し

た
い
。

▲再開準備中の石ノ森萬画館

　

支
援
職
員
の
現
状
と
今
後
は
。

　

現
在
、
本
市
で
は　

団
体
か
ら　

４２

６６

名
の
支
援
職
員
の
協
力
を
い
た
だ
き

復
興
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
本
市
に
限
ら

ず
、
沿
岸
部
の
被
災
市
町
村
は
い
ず
れ
も
ま

だ
職
員
不
足
の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮

城
県
が
中
心
と
な
っ
て
、
被
災
自
治
体
に
よ

る
連
絡
会
議
を
組
織
し
、
全
国
の
自
治
体
に

対
し
、
新
規
職
員
派
遣
や
派
遣
継
続
に
つ
い

て
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
京
都
府

や
三
重
県
、
千
葉
市
等
か
ら
新
た
な
職
員
支

援
に
つ
い
て
申
し
出
が
来
て
お
り
、
今
後
約

　

名
の
増
員
を
見
込
ん
で
い
る
。

６０

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

総
合
運
動
公
園
の
復
旧
工
事
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
合
運
動
公
園
で
は
、
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
場
、
野
球
場
の
外
溝
、
や
す

ら
ぎ
広
場
の
陥
没
と
地
割
れ
な
ど
、
全
体
的

な
復
旧
工
事
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
運
動
公
園
に
お
い
て
は
、

に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
の
野
球
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
追
波
川
河
川
運
動
公
園
の
陸
上
競

技
場
、
牡
鹿
清
崎
運
動
公
園
の
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
、
石
巻
市
民
球

場
及
び
に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
野
球
場
に
つ

い
て
は
、
来
年
４
月
か
ら
使
用
可
能
と
な
る
。

総
合
運
動
公
園
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会
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地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
下
水
道
の
管
路
の
復
旧
の
遅
れ
に

つ
い
て
伺
う
。

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
業
者

の
技
術
者
不
足
や
実
勢
価
格
と
基
準

単
価
の
差
異
に
よ
る
入
札
の
中
止
や
不
調
が

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
要
件
の

拡
大
や
手
持
ち
工
事
制
限
の
緩
和
、
基
準
単

価
の
見
直
し
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
、
早
期

に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

地
震
に
よ
る
下
水
道
管
路
の
復
旧
に
つ
い
て

　
　

戸
以
下
の
仮
設
住
宅
団
地
に
お

５０
け
る
新
た
な
行
政
区
設
置
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
後
、
災
害
復
興
住
宅
等
が
建
設

さ
れ
、
仮
設
住
宅
団
地
の
出
入
り
が

多
く
な
る
と
、
小
さ
い
組
織
で
は
次
の
世
話

人
や
団
地
内
を
ま
と
め
て
く
れ
る
方
の
選
出

が
難
し
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
既
存
町
内

会
へ
の
編
入
を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
域
の
意
向
に
よ
り
、
本
庁
地

区
で
１
組
織
、
河
南
地
区
で　

組
織
、
北
上

１１

地
区
で
１
組
織
が
、　

戸
以
下
で
は
あ
る
が
、

５０

そ
れ
ぞ
れ
自
治
組
織
を
構
成
し
て
い
る
。

各
常
任
委
員
会
で
の
決
算
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
決
算
審
査

行
政
区
再
構
築
事
業
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

い
じ
め
に
対
す
る
教
育
委
員
会
と

し
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

い
じ
め
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
気
持
ち

を
持
っ
た
時
点
で
い
じ
め
が
発
生
し
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
毎
月
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
、
冷
や
か
し
や

か
ら
か
い
、
悪
口
な
ど
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
全
て
学
校
に
お
い
て
解
消
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
い
じ
め
解
消
の
た
め
に

子
供
た
ち
の
い
じ
め
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

子
供
た
ち
自
身
で
い
じ
め
を
撲
滅
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
権
擁
護
委

員
、
大
学
教
授
、
医
師
な
ど
の
外
部
委
員
を

交
え
て
組
織
さ
れ
て
い
る
、
い
じ
め
・
生
徒

指
導
問
題
対
策
委
員
会
で
実
態
把
握
に
努
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
い
じ
め
を
超
え
た
暴
力
行
為
等
に

対
し
て
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、
絶

対
に
許
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
く
。

い
じ
め
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

ね
ず
み
族
・
昆
虫
等
駆
除
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

震
災
後
の
環
境
に
見
合
っ
て
い
な

い
事
業
の
状
況
と
町
内
会
等
へ
の
薬

剤
等
配
布
後
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

 
酪
農
学
園
大
学
か
ら
の
情
報
提
供

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
震
災
後
の
現
状

を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
駆
除
の
あ
り
方
、

薬
剤
の
選
定
、
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
内
会
等
に
配
布
し
て
い
る
駆
除
用

の
薬
剤
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
実
施
状
況
の

把
握
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
追
跡

調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
効
果

的
な
駆
除
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
衛
生
推
進

員
等
へ
の
認
識
に
向
け
た
指
導
も
行
っ
て
い
く
。

▲今後も問われる自治組織のあり方

保
健
福
祉
委
員
会

心
の
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
に
入
り
、
不
眠
や
い
ら
い

ら
、
無
気
力
等
の
新
規
の
相
談
が
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　

　

心
の
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
ら

こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
委
託
し
て
い
る

が
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
健
康
調
査
を
も
と
に

ケ
ア
の
必
要
な
方
を
専
門
家
へ
つ
な
ぐ
と
い
っ

た
手
配
を
し
て
い
き
た
い
。
震
災
後
、
１
年

以
上
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
殺
者
は
増
え

て
い
く
と
の
報
告
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
の
ケ

ア
対
策
を
強
化
し
、
予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▲地震により甚大な被害を受けた下水道
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第
３
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
は
次
の
３
件
で
す
。

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
森
林

の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
持
な
ど
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
京
都
議
定
書
に
お
い
て
、
第
１
約
束
期
間
で
あ
る
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
間
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
６
％
削
減

２０

２４

す
る
こ
と
が
国
際
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
３
・
８
％
を
森
林
吸
収
量
に
よ
り
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
が
平
成　

年　

月
に
導
入
さ
れ
る
一
方
、
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策

２４

１０

に
関
す
る
地
方
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、「
平
成　

年
度
実
施
に
向
け
た
成
案
を
得
る
べ
く
更
に
検
討

２４

２５

を
進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の
整
備
・
保
全
等
の
森
林
吸
収

源
対
策
や
豊
富
な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
山
村
地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・
総
合
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
で
は
、
木
材
価
格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
左
記
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

意　

見　

書

第３回定例会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

閉会中の
継続審査
について
平成２４年
度石巻市
病院事業
特別会計
補正予算
（第２号）

平成２３年
度石巻市
一般会計
決算認定
について

告発の件
について

氏  名

議
席
番
号

○×○阿部　久一1

○×○丹野　　清2

○×○阿部　純孝3

○×○黒須　光男4

○×○�橋　左文6

○×○山口荘一郎7

○×○大森　秀一8

×○×水澤冨士江10

○×○阿部欽一郎11

○×○安倍　太郎12

○×○遠藤　宏昭13

○×○千田　直人14

○×○櫻田　誠子15

○×○渡辺　拓朗16

○×○千葉　眞良17

○×○阿部　正敏18

○×○青山　久栄19

―――阿部　和芳20

×○×西條　正昭21

×○×庄司　慈明22

○×○石森　市雄23

○×○松川　惠一24

○×○森山　行輝25

○×○長倉　利一26

○×○伊藤　啓二27

○×○堀川　禎則28

○×○阿部　政昭30

○×○�橋　栄一31

×○×後藤　兼位32

×○×�橋　誠志33

×○×阿部　仁州34

24624賛　　　成

6246反　　　対

※○：賛成、×：反対
※阿部和芳議員は議長であるため採決には加わりません。

■
渡
波
地
区
国
道
３
９
８
号
か
ら

石
巻
北
部
バ
イ
パ
ス
に
通
じ
る

避
難
道
路
及
び
避
難
公
園
建
設

に
関
す
る
要
望

（
提
出
者
）

渡
波
・
鹿
妻
地
区
避
難
道
路
建
設

促
進
発
起
人
会

代
表　

内
海　

源
助　
　
　

■
震
災
瓦
礫
広
域
処
理
に
関
す
る

陳
情

（
提
出
者
）

　
　

福
岡
県
北
九
州
市　

平
原
真
桜
子　
　
　

■
瓦
礫
の
広
域
処
理
問
題
を
認
識

し
、
日
本
国
内
に
お
け
る
放
射

能
不
拡
散
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）

　
　

四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー

医
師　

城
戸　

宝
紀　
　
　

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
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第４回臨時会に提出された議案と審議結果第４回臨時会
起立採決のあった議案に対する
各議員の賛否

石巻市議会
議員定数条例

氏  名

議
席
番
号

×阿部　久一1

×丹野　　清2

×阿部　純孝3

○黒須　光男4

×�橋　左文6

×山口荘一郎7

×大森　秀一8

×水澤冨士江10

×阿部欽一郎11

×安倍　太郎12

×遠藤　宏昭13

×千田　直人14

×櫻田　誠子15

×渡辺　拓朗16

×千葉　眞良17

×阿部　正敏18

×青山　久栄19

ー阿部　和芳20

×西條　正昭21

×庄司　慈明22

×石森　市雄23

×松川　惠一24

×森山　行輝25

×長倉　利一26

×伊藤　啓二27

×堀川　禎則28

×阿部　政昭30

×�橋　栄一31

×後藤　兼位32

×�橋　誠志33

×阿部　仁州34

1賛　　　成

29反　　　対

※○：賛成、×：反対
※阿部和芳議員は議長であるため採決には加わ
りません。

（
提
出
者
）

　
　

石
巻
維
新
の
会　

代
表　

菅
原　

牧
夫

■
石
巻
市
議
会
議
員
の
定
数
削
減
を
求

め
る
要
望

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

　

第
４
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は

次
の
１
件
で
す
。

・専決処分の報告並びにその承認を求めることについて
　（平成24年度石巻市一般会計補正予算）
 （原案可決）
・工事請負の契約締結について
　（石巻工業港曽波神線道路新設工事）
　（23年災泊漁港Ａ防波堤ほか災害復旧工事）
　

・石巻市議会議員定数条例

（平成24年８月２日開催）

そ の 他そ の 他 （承認）

条 例条　　例 （否決）

　石巻市議会では、平成22年９月22日に議員定数等調

査検討特別委員会を設置し、適正な議員定数のあり方に

ついて調査研究を重ね、本年６月に開催された第２回定

例会において、次期市議選から議員定数を現行34人から

４人減の30人とする条例を制定しておりました。

　今回、市民団体「石巻維新の会」より、市民の署名を

集めて議員定数を26人とするさらなる削減を求める直

接請求が提出されました。

　本会議における審議では、「石巻市の人口は減少して

いることもあり、議員自ら率先してさらなる議員定数削

減をすべきである」との請求者の趣旨に賛同する旨の賛

成討論と、「市民意見として真摯に受け止めたいが、公費

削減だけで全ての問題が解決するわけではなく、今は市

民の声を届け、反映させ、一日も早い震災復興に取り組

むべきであり、さらなる削減は時期尚早」との反対討論

が行われ、起立採決の結果、反対多数で否決されました。

▲賛成討論をする
黒須光男議員

▼反対討論をする
長倉利一議員

石石石石石石石石石石石石巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員定定定定定定定定定定定定数数数数数数数数数数数数条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例をををををををををををを否否否否否否否否否否否否決決決決決決決決決決決決石巻市議会議員定数条例を否決
直接請求（議員定数26人）による直接請求（議員定数26人）による


